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３．特許 

該当無し 

 

４．学会・シンポジウム等の開催状況  

該当無し 

 

５．受賞等 

(1) 笹井宏明 

Molecular Chirality Award 2011 Molecular Chirality Research Organization、2011.5.20 

(2) 家喜健太（修士 2 年） 

Symposium on Molecular Chirality 2011 Poster Presentation Award Molecular Chirality 

Research Organization、2011.5.21 

 
６．新聞報道等 

該当無し 

 

７．国民との科学・技術対話 

    大阪大学いちょう祭（2012 年 5 月 2－3 日）の一環として施設公開と「分子の世

界で遊んでみよう」と題して実習。 

 

８．領域内の共同研究の準備・実施状況とその成果 

(1) 共同研究先：京都大学化学研究所，中村・畠山研究室（A01 班，公募班員） 

派遣人員：Gabr, R. K. M. (博士研究員) 

派遣期間：2011.4.1－2011.12.31 

共同研究内容：密度汎関数計算による反応機構解析 

共同研究成果：DFT Study on 5-Endo-Trig-Type Cyclization of 3-Alkenoic Acids 

Using Pd–SPRIX Catalyst, Gabr, R. K.; Hatakeyama, T.; Takenaka, K.; Takizawa, S.; 

Okada, Y.; Nakamura, M.; Sasai, H.（論文投稿中） 
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